
　
　

南
区
最
大
、中
区
・
西
区
も
大
幅

南
区
最
大
、中
区
・
西
区
も
大
幅
増増

広 島 市

年
度
行
政
区
別
建
設
事
業

㮇
年
度
行
政
区
別
建
設
事
業
費費

2626

広
島
市
が

　
広
島
市
が
２
０
２
６

２
０
２
６
年
度
に
取
り
組
む
普
通
建
設
事
業
に
つ
い
て
、
行
政
区
別
事
業
費
の
概
要
が
明
ら
か
に

年
度
に
取
り
組
む
普
通
建
設
事
業
に
つ
い
て
、
行
政
区
別
事
業
費
の
概
要
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。

っ
た
。
８
つ
の
行
政
区
中
、
事
業
費
が
最
大
と
な
っ
た
の
は
南
区
の

つ
の
行
政
区
中
、
事
業
費
が
最
大
と
な
っ
た
の
は
南
区
の
１
８
１

１
８
１
億
６
８
０
０

６
８
０
０
万
円
（
対
前
年
度

万
円
（
対
前
年
度
比
　
・
2020

６
％
増
）
で
、
広
島
駅
南
口
広
場
の
再
整
備
等
や
東
部
地
区
連
続
立
体
交
差
事
業
な
ど
の
事
業
費
拡
充
が
主
な

％
増
）
で
、
広
島
駅
南
口
広
場
の
再
整
備
等
や
東
部
地
区
連
続
立
体
交
差
事
業
な
ど
の
事
業
費
拡
充
が
主
な
要

因
。
こ
の
ほ
か
、
中
区
、
西
区
な
ど
で
事
業
費
が
大
幅
増
と
な
っ
て
い
る

因
。
こ
の
ほ
か
、
中
区
、
西
区
な
ど
で
事
業
費
が
大
幅
増
と
な
っ
て
い
る
。

各
行
政
区
別
の
事
業
費

　
各
行
政
区
別
の
事
業
費
増

減
と
主
要
事
業
を
み
る
と

減
と
主
要
事
業
を
み
る
と
、

中
区
は

中
区
は
１
６
２

１
６
２
億
７
０
０

７
０
０
０

万
円
（

万
円
（
同
　
・
２
％
増
）
。

％
増
）
。
基

4646

町
相
生
通
地
区
市
街
地
再

町
相
生
通
地
区
市
街
地
再
開

発
の
事
業
補
助
な
ど

発
の
事
業
補
助
な
ど
に
　
億
4141

６
１
０
０

６
１
０
０
万
円
、
基
町

万
円
、
基
町
第
　1717

ア
パ
ー
ト
の
更
新

ア
パ
ー
ト
の
更
新
に
　
億
５

4444

５
０
０

５
０
０
万
円
を
計
上
し
た

万
円
を
計
上
し
た
ほ

か
、
江
波
地
区
な
ど

か
、
江
波
地
区
な
ど
８
０
８
０
１

０
ｍ
の
公
共
下
水
道
管
渠

ｍ
の
公
共
下
水
道
管
渠
布

設
に
　
億
２
９
０
０

２
９
０
０
万
円
万
円
、

1919

白
島
～
千
田
地
区
な
ど

白
島
～
千
田
地
区
な
ど
７
８

４
１
４
１
ｍ
の
配
水
管
布
設

ｍ
の
配
水
管
布
設
に
　1919

億
３
０
０

３
０
０
万
円
―
な
ど
を

万
円
―
な
ど
を
投

じ
る
じ
る
。

東
区

　
東
区
は
　
億
８
３
０
０

８
３
０
０
万

3838

円
（
同

円
（
同
６
・
４
％
減
）
。
尾

％
減
）
。
尾
長

地
区
な
ど

地
区
な
ど
１
１
１
０

１
１
１
０
ｍ
の
ｍ
の
公

共
下
水
道
管
渠
布
設
に

共
下
水
道
管
渠
布
設
に
５
億

１
４
０
０

１
４
０
０
万
円
、
福
田
な

万
円
、
福
田
な
ど

５
カ
所
の
雨
水
排
水
施
設

カ
所
の
雨
水
排
水
施
設
整

備
に
備
に
２
億
８
４
０
０

８
４
０
０
万
円
万
円
、

戸
坂
～
尾
長
地
区
な
ど

戸
坂
～
尾
長
地
区
な
ど
３
１

０
４
０
４
ｍ
の
配
水
管
布
設
に

ｍ
の
配
水
管
布
設
に
３

億
１
１
０
０

１
１
０
０
万
円
な
ど
を

万
円
な
ど
を
確

保
し
た
が
、
他
行
政
区
の

保
し
た
が
、
他
行
政
区
の
事

業
費
増
な
ど
も
影
響
し
、

業
費
増
な
ど
も
影
響
し
、
前

年
度
に
続
き

年
度
に
続
き
８
行
政
区
で

行
政
区
で
最

も
低
い
額
と
な
っ
た

も
低
い
額
と
な
っ
た
。

最
大
の
事
業
費
を
抱
え

　
最
大
の
事
業
費
を
抱
え
る

南
区
は
、
広
島
駅
南
口
広

南
区
は
、
広
島
駅
南
口
広
場

の
再
整
備
の
ペ
デ
ス
ト
リ

の
再
整
備
の
ペ
デ
ス
ト
リ
ア

ン
デ
ッ
キ
整
備
、
廃
線
区

ン
デ
ッ
キ
整
備
、
廃
線
区
間

の
レ
ー
ル
撤
去
工
事
な
ど

の
レ
ー
ル
撤
去
工
事
な
ど
に

　
億
６
５
０
０

６
５
０
０
万
円
、
東

万
円
、
東
部

5555地
区
連
続
立
体
交
差
事
業

地
区
連
続
立
体
交
差
事
業
の

鉄
道
詳
細
設
計
、
高
架
工

鉄
道
詳
細
設
計
、
高
架
工
事

そ
の
他

そ
の
他
に
　
億
１
９
０
０

１
９
０
０
万

1919

円
、
京
橋
の
復
元
に

円
、
京
橋
の
復
元
に
４
億
４

８
０
０

８
０
０
万
円
、
宇
品
東
小

万
円
、
宇
品
東
小
学

校
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
改
修

校
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
改
修
工

事
に
事
に
２
億
７
９
０
０

７
９
０
０
万
円
万
円
な

ど
を
配
分
。
翠
町
地
区
な

ど
を
配
分
。
翠
町
地
区
な
ど

３
２
９
０

３
２
９
０
ｍ
の
下
水
道
管

ｍ
の
下
水
道
管
渠

布
設
に

布
設
に
は
　
億
１
０
０
０

１
０
０
０
万

1818

円
、
旭
町
水
資
源
再
生
セ

円
、
旭
町
水
資
源
再
生
セ
ン

タ
ー
整
備

タ
ー
整
備
に
　
億
８
５
０

８
５
０
０

1111

万
円
、
東
雲
～
宇
品
地
区

万
円
、
東
雲
～
宇
品
地
区
な

ど
４
９
９
３

４
９
９
３
ｍ
の
配
水
管

ｍ
の
配
水
管
布

設
に
　
億
２
７
０
０

２
７
０
０
万
円
万
円
―

1010

な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
。

　
西
区
は

西
区
は
１
３
８

１
３
８
億
９
０
９
０
０

０
万
円
（

万
円
（
同
　
・
４
％
増
）

％
増
）
と

5555

な
り
、

な
り
、
８
行
政
区
中
最
大

行
政
区
中
最
大
の

伸
び
率
。
中
広
地
区
な
ど

伸
び
率
。
中
広
地
区
な
ど
２

６
０
０

６
０
０
ｍ
の
管
渠
布
設
、

ｍ
の
管
渠
布
設
、
西

部
水
資
源
再
生
セ
ン
タ
ー

部
水
資
源
再
生
セ
ン
タ
ー
整

備
な
ど
公
共
下
水
道
整
備

備
な
ど
公
共
下
水
道
整
備
に

総
額
　
億
１
０
０
０

１
０
０
０
万
円
万
円
、

7474

西
広
島
駅
南
口
西
地
区
市

西
広
島
駅
南
口
西
地
区
市
街

地
再
開
発
事
業
に

地
再
開
発
事
業
に
６
億
１
０

０
万
円
、
ふ
く
し
ま
保
育

万
円
、
ふ
く
し
ま
保
育
園

改
築
に
向
け
た
仮
園
舎
設

改
築
に
向
け
た
仮
園
舎
設
置

そ
の
他
に

そ
の
他
に
５
億
円
を
計
上

億
円
を
計
上
し

た
こ
と
な
ど
が
主
な
増
額

た
こ
と
な
ど
が
主
な
増
額
要

因
で
、
他
に
も
西
広
島
駅

因
で
、
他
に
も
西
広
島
駅
北

口
土
地
区
画
整
理
に

口
土
地
区
画
整
理
に
６
億
１

４
０
０

４
０
０
万
円
、
己
斐
～
井

万
円
、
己
斐
～
井
口

地
区
な
ど

地
区
な
ど
６
３
２
１

６
３
２
１
ｍ
の
ｍ
の
配

水
管
布
設

水
管
布
設
に
　
億
９
１
０

９
１
０
０

1818

万
円
な
ど
を
措
置
し
た

万
円
な
ど
を
措
置
し
た
。

ま
た
、
安
佐
南
区
は

　
ま
た
、
安
佐
南
区
は
１
１

７
億
２
５
０
０

２
５
０
０
万
円
（

万
円
（
同
　
・
1313

２
％
増
）
。
長
束
八
木
線
の

％
増
）
。
長
束
八
木
線
の
街

路
整
備
に

路
整
備
に
９
億
６
６
０
０

６
６
０
０
万

円
、
西
風
新
都
環
状
線
（

円
、
西
風
新
都
環
状
線
（
善

當
寺
工
区
）
に

當
寺
工
区
）
に
５
億
６
０
６
０
０

万
円
、
下
祗
園
駅
西
口
広

万
円
、
下
祗
園
駅
西
口
広
場

等
の
ア
ク
セ
ス
道
路
改
良

等
の
ア
ク
セ
ス
道
路
改
良
工

事
そ
の
他
に

事
そ
の
他
に
３
億
９
３
０

９
３
０
０

万
円
、
広
島
湯
来
線
（
天

万
円
、
広
島
湯
来
線
（
天
皇

原
工
区
）
に

原
工
区
）
に
は
　
億
７
１
０

７
１
０

2525

０
万
円
を
見
込
み
、
祇
園

万
円
を
見
込
み
、
祇
園
小

学
校
校
舎
増
改
築
工
事
に

学
校
校
舎
増
改
築
工
事
に
も

６
億
６
３
０
０

６
３
０
０
万
円
を
充

万
円
を
充
当

す
る
す
る
。

安
佐
北
区

　
安
佐
北
区
は
　
億
３
４
０

３
４
０

6060

０
万
円
（

万
円
（
同
　
・
１
％
減
）
。

％
減
）
。
中

4545

筋
温
品
線
の
街
路
整
備

筋
温
品
線
の
街
路
整
備
に
　1010

億
３
６
０
０

３
６
０
０
万
円
、
高
陽

万
円
、
高
陽
地

区
へ
の
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
設

区
へ
の
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
設
置

に
向
け
た
ア
ク
セ
ス
道
路

に
向
け
た
ア
ク
セ
ス
道
路
の

詳
細
設
計
に

詳
細
設
計
に
６
７
０
０

６
７
０
０
万

円
、
狩
留
家
地
区
な
ど

円
、
狩
留
家
地
区
な
ど
１
７

８
０
８
０
ｍ
の
下
水
道
管
渠
布

ｍ
の
下
水
道
管
渠
布
設

に
５
億
円
な
ど
を
確
保
し

億
円
な
ど
を
確
保
し
た

が
、
可
部
認
定
こ
ど
も
園

が
、
可
部
認
定
こ
ど
も
園
や

北
部
地
区
学
校
給
食
セ
ン

北
部
地
区
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
の
完
成
な
ど
が
影
響
し

ー
の
完
成
な
ど
が
影
響
し
、

８
行
政
区
中
最
大
の
下
げ

行
政
区
中
最
大
の
下
げ
幅

と
な
っ
た

と
な
っ
た
。

こ
の
ほ
か
、
安
芸
区

　
こ
の
ほ
か
、
安
芸
区
は
　4949

億
４
４
０
０

４
４
０
０
万
円
（

万
円
（
同
　
・
1010

３
％
増
）
、
佐
伯
区

％
増
）
、
佐
伯
区
は
　
億
３

6464

４
０
０

４
０
０
万
円
（

万
円
（
同
　
・
３
％

1515

増
）
と
な
っ
た
。
安
芸
区

増
）
と
な
っ
た
。
安
芸
区
は

東
部
地
区
連
続
立
体
交
差

東
部
地
区
連
続
立
体
交
差
事

業
の
鉄
道
詳
細
設
計
、
高

業
の
鉄
道
詳
細
設
計
、
高
架

工
事
そ
の
他

工
事
そ
の
他
（
　
億
２
６
０

２
６
０

1111

０
万
円
）
、
安
芸
消
防
署
建

万
円
）
、
安
芸
消
防
署
建
替

え
の
建
設
工
事
そ
の
他
（

え
の
建
設
工
事
そ
の
他
（
１

億
２
２
０
０

２
２
０
０
万
円
）
、
船
越

万
円
）
、
船
越
地

む
。局

長
級
の
異
動
は
次
の

　
局
長
級
の
異
動
は
次
の
通

り
。総

務
局
長
（
環
境
県
民

　
総
務
局
長
（
環
境
県
民
局

長
）
信
夫
秀
紀
▽
環
境
県

長
）
信
夫
秀
紀
▽
環
境
県
民

局
長
（
労
働
委
員
会
事
務

局
長
（
労
働
委
員
会
事
務
局

長
）
兼
田
み
ゆ
き
▽
環
境

長
）
兼
田
み
ゆ
き
▽
環
境
県

民
局
付
局
長
県
公
立
大
学

民
局
付
局
長
県
公
立
大
学
法

人
理
事
兼
事
務
局
長
（
会

人
理
事
兼
事
務
局
長
（
会
計

管
理
者
兼
会
計
管
理
部
長

管
理
者
兼
会
計
管
理
部
長
）

足
立
太
輝
▽
商
工
労
働
局

足
立
太
輝
▽
商
工
労
働
局
付

局
長
県
観
光
連
盟
派
遣
（

局
長
県
観
光
連
盟
派
遣
（
環

境
県
民
局
付
局
長
県
公
立

境
県
民
局
付
局
長
県
公
立
大

学
法
人
理
事
兼
事
務
局
長

学
法
人
理
事
兼
事
務
局
長
）

山
本
栄
典
▽
労
働
委
員
会

山
本
栄
典
▽
労
働
委
員
会
事

務
局
長
（
商
工
労
働
局
雇

務
局
長
（
商
工
労
働
局
雇
用

労
働
担
当
部
長
）
藤
井
睦

労
働
担
当
部
長
）
藤
井
睦
美

　
＝
退
職
＝

＝
退
職
＝
　
　
3
月
　
日
3131

杉
山
亮
一
（
総
務
局
長

　
杉
山
亮
一
（
総
務
局
長
）

▽
沖
邉
竜
哉
（
上
下
水
道

▽
沖
邉
竜
哉
（
上
下
水
道
部

付
局
長
県
水
道
広
域
連
合

付
局
長
県
水
道
広
域
連
合
企

業
団
派
遣

業
団
派
遣
）

　
部
長
級
・
課
長
級
の
異

部
長
級
・
課
長
級
の
異
動

は
2
面
に
掲

面
に
掲
載

が
テ
ー
マ
に
応
じ
た
課
題

が
テ
ー
マ
に
応
じ
た
課
題
や

対
応
策
に
つ
い
て
議
論
し

対
応
策
に
つ
い
て
議
論
し
、

全
庁
的
視
点
で
施
策
の
方

全
庁
的
視
点
で
施
策
の
方
向

性
を
決
め
る

性
を
決
め
る
。

　
ま
た
、
流
域
治
水
の
体

ま
た
、
流
域
治
水
の
体
制

強
化
に
向
け
、
土
木
建
築

強
化
に
向
け
、
土
木
建
築
局

河
川
課
に
流
域
治
水
推
進

河
川
課
に
流
域
治
水
推
進
担

当
監
を
新
設
。
カ
キ
の
大

当
監
を
新
設
。
カ
キ
の
大
量

死
問
題
に
対
応
す
る
た
め

死
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、

農
林
水
産
局
水
産
課
に
担

農
林
水
産
局
水
産
課
に
担
当

課
長
を
置
く
。
医
療
・
介
護

課
長
を
置
く
。
医
療
・
介
護
分

野
で
は
将
来
の
課
題
対
応

野
で
は
将
来
の
課
題
対
応
を

目
的
と
し
た
担
当
課
を
新

目
的
と
し
た
担
当
課
を
新
設

す
る
な
ど
体
制
を
見
直
す

す
る
な
ど
体
制
を
見
直
す
。

こ
の
ほ
か
、
公
益
通
報

　
こ
の
ほ
か
、
公
益
通
報
な

ど
を
担
当
す
る
行
政
管
理

ど
を
担
当
す
る
行
政
管
理
課

を
新
設
し
、
組
織
の
コ
ン

を
新
設
し
、
組
織
の
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
強
化
に
取
り

ラ
イ
ア
ン
ス
強
化
に
取
り
組

は
　
人
と
な
り
、
登
用
率

人
と
な
り
、
登
用
率
は

8585
　
・
１
％
で
過
去
最
多
と

％
で
過
去
最
多
と
な

2525っ
た
っ
た
。

組
織
改
正
で
は
、
新
た

　
組
織
改
正
で
は
、
新
た
に

部
局
を
横
断
す
る
施
策
ワ

部
局
を
横
断
す
る
施
策
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
す

る
。
テ
ー
マ
は
▽
観
光
振

る
。
テ
ー
マ
は
▽
観
光
振
興

▽
女
性
活
躍
▽
人
を
惹
き

▽
女
性
活
躍
▽
人
を
惹
き
つ

け
る
魅
力
づ
く
り
▽
中
山

け
る
魅
力
づ
く
り
▽
中
山
間

地
域
の
活
性
化
―
の
四
つ

地
域
の
活
性
化
―
の
四
つ
。

各
局
か
ら
招
集
し
た
構
成

各
局
か
ら
招
集
し
た
構
成
員

広
島
県
は
、

　
広
島
県
は
、
４
月
１
日
付

の
人
事
異
動
と
組
織
改
正

の
人
事
異
動
と
組
織
改
正
を

発
表
し
た
。
局
長
級
の
異

発
表
し
た
。
局
長
級
の
異
動

は
５
人
。
主
な
異
動
で
は

人
。
主
な
異
動
で
は
、

総
務
局
長
に
信
夫
秀
紀

総
務
局
長
に
信
夫
秀
紀
氏

（
環
境
県
民
局
長
）
を
充
て

（
環
境
県
民
局
長
）
を
充
て
、

環
境
県
民
局
長
の
ポ
ス
ト

環
境
県
民
局
長
の
ポ
ス
ト
に

は
労
働
委
員
会
事
務
局
長

は
労
働
委
員
会
事
務
局
長
の

兼
田
み
ゆ
き
氏
を
起
用

兼
田
み
ゆ
き
氏
を
起
用
す

る
。
異
動
総
数
は

る
。
異
動
総
数
は
１
６
２

１
６
２
９

人
。
そ
の
う
ち
女
性
管
理

人
。
そ
の
う
ち
女
性
管
理
職

広 島 県
人事異動

総
務
局
長
は
信
夫
氏氏氏

環
境
県
民
局
長
に
兼
田
氏氏氏

や
、
認
定
企
業
数
の
増
加

や
、
認
定
企
業
数
の
増
加
を

踏
ま
え
た
対
応
。
見
直
し

踏
ま
え
た
対
応
。
見
直
し
に

今
回
の
見
直
し
は
、
近

　
今
回
の
見
直
し
は
、
近
年

の
工
事
成
績
評
定
点
の
上

の
工
事
成
績
評
定
点
の
上
昇

中
国
地
方
整
備
局

　
中
国
地
方
整
備
局
は
　2424

日
、
工
事
成
績
優
秀
企

日
、
工
事
成
績
優
秀
企
業

（
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド
）
制

（
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド
）
制
度

の
認
定
要
件
を
見
直
す
と

の
認
定
要
件
を
見
直
す
と
発

表
し
た
。
認
定
さ
れ
る
企

表
し
た
。
認
定
さ
れ
る
企
業

の
工
事
成
績
評
定
点
の
平

の
工
事
成
績
評
定
点
の
平
均

点
を
　
点
以
上
か
ら

点
以
上
か
ら
「
　
点

8080

8181

以
上
」
に
引
き
上
げ
、

以
上
」
に
引
き
上
げ
、
２
０

２
６
２
６
年
度
の
選
考
か
ら
適

年
度
の
選
考
か
ら
適
用

開
始
す
る

開
始
す
る
。

中国整備局

平
均
㮇
点
以
上
で
認
定

81
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド
制
度

大
京
広
島
支
店
（
広
島

　
大
京
広
島
支
店
（
広
島
市

中
区
中
町

中
区
中
町
６
―
　
、
工
藤
啓

、
工
藤
啓

1313

輔
支
店
長
）
は
、
広
島
市

輔
支
店
長
）
は
、
広
島
市
南

区

に

分

譲

マ

ン

シ

ョ

区

に

分

譲

マ

ン

シ

ョ

ン

「
（
仮
称
）
ザ
・
ラ
イ
オ
ン

「
（
仮
称
）
ザ
・
ラ
イ
オ
ン
ズ

西
蟹
屋
」
の
建
設
を
計
画

西
蟹
屋
」
の
建
設
を
計
画
し

て
い
る
。
こ
の
ほ
ど
中
高

て
い
る
。
こ
の
ほ
ど
中
高
層

建
築
物
の
建
築
計
画
を
記

建
築
物
の
建
築
計
画
を
記
し

た
標
識
を
設
置
し
、
市
に

た
標
識
を
設
置
し
、
市
に
届

出
書
を
提
出
。
現
在
、
関

出
書
を
提
出
。
現
在
、
関
係

者
が
準
備
を
進
め
て
お
り

者
が
準
備
を
進
め
て
お
り
、

早
け
れ
ば

早
け
れ
ば
８
月
上
旬
に
も

月
上
旬
に
も
着

工
す
る
見
通
し
だ

工
す
る
見
通
し
だ
。

建
設
地
は
同
区
西
蟹
屋

　
建
設
地
は
同
区
西
蟹
屋
１

―
２
ほ
か
。
猿
猴
川
緑
地

ほ
か
。
猿
猴
川
緑
地
沿

い
の
敷
地

い
の
敷
地
６
５
５

６
５
５
・
　

釈
2929

で
、
近
接
地
で
は
ク
リ
ニ

で
、
近
接
地
で
は
ク
リ
ニ
ッ

ク
や
住
宅
な
ど
が
入
る
複

ク
や
住
宅
な
ど
が
入
る
複
合

ビ
ル
の
建
設
が
進
ん
で

ビ
ル
の
建
設
が
進
ん
で
い

る
。交

通
ア
ク
セ
ス
は
広
島

　
交
通
ア
ク
セ
ス
は
広
島
駅

が
徒
歩

が
徒
歩
６
分
、
今

分
、
今
月
　
日
か
日
か

2828

ら
利
用
開
始
す
る
広
島
電

ら
利
用
開
始
す
る
広
島
電
鉄

的
場
町
電
停
は
徒
歩

的
場
町
電
停
は
徒
歩
５
分
に

南
区
西
蟹
屋
に
分
譲
Ｍ

大 京

8
月
着
工
、完
成
　
年
8
月

28

マンションの建設地

（
同
（
同
３
１
０

３
１
０
人
）
。
退
職
者

人
）
。
退
職
者
数

は
１
２
５

１
２
５
人
（
役
付
職

人
（
役
付
職
員
　9696

人
）
人
）
。

主
な
異
動
で
は
、

　
主
な
異
動
で
は
、
３
月
　3131

日
付
で
退
職
す
る
仙
石
克

日
付
で
退
職
す
る
仙
石
克
洋

土
木
建
築
部
長
、
坂
本
和

土
木
建
築
部
長
、
坂
本
和
彦

内
訳
は
、
部
長

　
内
訳
は
、
部
長
級
　

人
4646

（
う
ち
昇
任

（
う
ち
昇
任
者
　
人
）
、
課
長

人
）
、
課
長

2222

級
３
１
９

３
１
９
人
（
同

人
（
同
１
０
１
０
４

人
）
、
主
査
級

人
）
、
主
査
級
３
８
４

３
８
４
人
（
人
（
同

　
人
）
、
主
任
級

人
）
、
主
任
級
２
５
６

２
５
６
人

6565（
同
　
人
）
、
一
般

人
）
、
一
般
２
４
９

２
４
９
人

7777

山
口
県

　
山
口
県
は
　
日
、
日
、
２
０
２
０
２

2323

６
年
４
月
１
日
付
け
の
人

日
付
け
の
人
事

異
動
を
発
表
し
た
。
異
動

異
動
を
発
表
し
た
。
異
動
規

模
は
模
は
１
２
９
９

１
２
９
９
人
で
、
う

人
で
、
う
ち

役
付
職
員
の
異
動
は

役
付
職
員
の
異
動
は
１
０
１
０
０

５
人
。

山 口 県
人事異動

土
木
建
築
部
長
に
田
宮
佳
代
子
氏氏氏

廣
川
昭
典
氏氏氏

が
企
業
局
長

田
宮
土
木
建
築
部
長

廣
川
企
業
局
長

内
藤
農
林
水
産
部
長

定
し
た
。
週
休

定
し
た
。
週
休
２
日
に
取

日
に
取
り

組
む
業
者
が
増
え
て
い
る

組
む
業
者
が
増
え
て
い
る
状

況
を
踏
ま
え
、
請
負
対
象

況
を
踏
ま
え
、
請
負
対
象
設

本
格
導
入
し
て
い
る
「
週

本
格
導
入
し
て
い
る
「
週
休

２
日
制
」
の
実
施
要
領
を

日
制
」
の
実
施
要
領
を
改

三
次
市
は
、
今
年
度
か

　
三
次
市
は
、
今
年
度
か
ら

市
が
発
注
す
る
土
木
工
事

市
が
発
注
す
る
土
木
工
事
で

三次市

月
単
位
の
週
休
2
日
原
則
化

土
木
工
事
で
4
月
公
告
分
か
ら

あ
る
「
西
野
浄
水
場
」
に

あ
る
「
西
野
浄
水
場
」
に
ろ

過
施
設
を
新
設
す
る
も
の

過
施
設
を
新
設
す
る
も
の
。

同
市
宮
浦
の
「
宮
浦
浄

同
市
宮
浦
の
「
宮
浦
浄
水

る
。同

業
務
の
指
名
通
知
を

　
同
業
務
の
指
名
通
知
を
受

け
た
の

け
た
の
は
　
者
。
入
札
に

者
。
入
札
に
は

1515

同
者
の
ほ
か
に
、
荒
谷
建

の
ほ
か
に
、
荒
谷
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
入
札

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
入
札
価

格
２
億
４
９
２
６

４
９
２
６
万
８
０
８
０
０

０

円
）
、
復

建

調

査

設

円
）
、
復

建

調

査

設

計

（
同
）
、
日

本

水

工

設

（
同
）
、
日

本

水

工

設

計

（
同
）
、
ニ
ュ
ー
ジ
ェ
ッ

（
同
）
、
ニ
ュ
ー
ジ
ェ
ッ
ク

（
同
）
、
Ｎ
Ｊ
Ｓ
（

（
同
）
、
Ｎ
Ｊ
Ｓ
（
２
億
２
４

３
４
３
４
万
１
０
０
０

１
０
０
０
円
）
の

円
）
の
５

者
が
参
加
し
た

が
参
加
し
た
。

そ
の
結
果
、
日
水
コ
ン

　
そ
の
結
果
、
日
水
コ
ン
が

価
格
評
価
点
、
技
術
評
価

価
格
評
価
点
、
技
術
評
価
点

と
も
に
最
高
値
を
獲
得
し

と
も
に
最
高
値
を
獲
得
し
、

落
札
に
至
っ
た
。
予
定
価

落
札
に
至
っ
た
。
予
定
価
格

は
２
億
４
９
２
６

４
９
２
６
万
８
０
８
０
０

０
円
に
設
定
さ
れ
て
い
た

円
に
設
定
さ
れ
て
い
た
。

事
業
は
、
三
原
市
西
野

　
事
業
は
、
三
原
市
西
野
に

広
島
県
水
道
広
域
連
合

　
広
島
県
水
道
広
域
連
合
企

業
団
本
部
は
、
総
合
評
価

業
団
本
部
は
、
総
合
評
価
落

札
方
式
（
実
績
評
価

札
方
式
（
実
績
評
価
１
型
）

の
指
名
競
争
入
札
を
実
施

の
指
名
競
争
入
札
を
実
施
し

た
「
西
野
浄
水
場
ろ
過
施

た
「
西
野
浄
水
場
ろ
過
施
設

整
備
に
伴
う
詳
細
設
計

整
備
に
伴
う
詳
細
設
計
業

務
」
に
つ
い
て
、
落
札
者

務
」
に
つ
い
て
、
落
札
者
を

日
水
コ
ン
に
決
め
た
。
落

日
水
コ
ン
に
決
め
た
。
落
札

金
額
は

金
額
は
２
億
２
４
３
４

２
４
３
４
万
１

０
０
０

０
０
０
円
（
税
抜
、
以

円
（
税
抜
、
以
下

同
）
。

同
）
。
３
月
　
日
に
開
札
し

日
に
開
札
し
、

1212

今
月
　

日
に
落
札
決
定

日
に
落
札
決
定
し

2323

た
。
近
く
契
約
を
締
結

た
。
近
く
契
約
を
締
結
す

広 島 県
水道企業団

㮇
億
円
で
日
水
コ
ン
が
落
札

22..222.2
西
野
浄
水
場
詳
細
設
計（
三
原
）

　
広
島
県
安
芸
太
田

広
島
県
安
芸
太
田
町

　
4
月
1
日

【
課
長
級
】
参
事
（
中
国

　
【
課
長
級
】
参
事
（
中
国
地

方
整
備
局
〈
退
職
派
遣
〉
）

方
整
備
局
〈
退
職
派
遣
〉
）
三

浦
道
人
▽
総
務
課
長
補

浦
道
人
▽
総
務
課
長
補
佐

（
総
務
課
主
幹
）
浅
田
敬

（
総
務
課
主
幹
）
浅
田
敬
文

　
＝
退
職
＝

＝
退
職
＝
　
　
3
月
　
日
3131

宇
田
康
弘
（
参
事
）
、
中

　
宇
田
康
弘
（
参
事
）
、
中
国

地
方
整
備
局
へ
復

地
方
整
備
局
へ
復
帰

　
清
水
建

清
水
建
設
　
4
月
1
日

広
島
支
店
企
画
部
長
（

　
広
島
支
店
企
画
部
長
（
土

木
総
本
部
工
務
部
副
部
長

木
総
本
部
工
務
部
副
部
長
）

紙
屋
雄
承
▽
同
生
産
計
画

紙
屋
雄
承
▽
同
生
産
計
画
技

術
部
長
（
建
築
技
術
部
長

術
部
長
（
建
築
技
術
部
長
）

小
川
雄
一
郎
▽
同
土
木
部

小
川
雄
一
郎
▽
同
土
木
部
長

（
土
木
総
本
部
土
木
企
画

（
土
木
総
本
部
土
木
企
画
室

人
材
開
発
部
教
育
グ
ル
ー

人
材
開
発
部
教
育
グ
ル
ー
プ

長
）
田
尾
一

長
）
田
尾
一
憲

　
竹
中
土

竹
中
土
木
　
4
月
1
日

広
島
支
店
総
務
部
長
（

　
広
島
支
店
総
務
部
長
（
大

阪
本
店
工
事
部
生
産
事
務

阪
本
店
工
事
部
生
産
事
務
グ

ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
）
大
村

ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
）
大
村
健

二
　
　

　　

人
事
異

人
事
異
動動

市
は
同
事
業
に
お
い
て

　
市
は
同
事
業
に
お
い
て
、

老
朽
化
に
加
え
、
新
耐
震

老
朽
化
に
加
え
、
新
耐
震
基

準
を
満
た
さ
ず
待
機
場
所

準
を
満
た
さ
ず
待
機
場
所
・

ト
イ
レ
が
な
い
器
具
庫
を

ト
イ
レ
が
な
い
器
具
庫
を
対

象
に
　
年
度
か
ら
計
画
的

年
度
か
ら
計
画
的
に

0606

整
備
を
実
施
。
今
年
度
ま

整
備
を
実
施
。
今
年
度
ま
で

に
　
棟
の
整
備
を
終
え
、

棟
の
整
備
を
終
え
、
残

4747
る
は
新
年
度
で
工
事
・
設

る
は
新
年
度
で
工
事
・
設
計

を
進
め
る

を
進
め
る
４
棟
と
な
っ
て

棟
と
な
っ
て
お

り
、　

年
度
末
ま
で
の
整

年
度
末
ま
で
の
整
備

2727

完
了
を
見
込
ん
で
い
る

完
了
を
見
込
ん
で
い
る
。

受
託
者
＝
中
濱
建
築
設
計

受
託
者
＝
中
濱
建
築
設
計
事

務
所
）
、
「
田
熊
分
団
第

務
所
）
、
「
田
熊
分
団
第
４
・

５
部
合
同
器
具
庫
」（
因
島

部
合
同
器
具
庫
」（
因
島
田

熊
町
、
実
施
設
計
受
託
者

熊
町
、
実
施
設
計
受
託
者
＝

Ａ
Ⅰ
設
計
事
務
所
）
の

Ａ
Ⅰ
設
計
事
務
所
）
の
３
カ

所
が
対
象
と
な
っ
て
お
り

所
が
対
象
と
な
っ
て
お
り
、

２
０
２
６

２
０
２
６
年
度
当
初
予
算

年
度
当
初
予
算
に

は
工
事
費
と
し
て

は
工
事
費
と
し
て
１
億
３
０

０
０
０
０
万
円
を
計
上
。「
高
須

万
円
を
計
上
。「
高
須
分

団
第
団
第
４
部
器
具
庫
」
（
高

部
器
具
庫
」
（
高
須

町
）
に
は
、
実
施
設
計
等

町
）
に
は
、
実
施
設
計
等
に

委
託
料

委
託
料
３
０
０

３
０
０
万
円
を
充

万
円
を
充
て

る
。
さ
ら
に
関
連
事
業
と

る
。
さ
ら
に
関
連
事
業
と
し

て
、
器
具
庫
整
備
に
伴
う

て
、
器
具
庫
整
備
に
伴
う
旧

消
防
団
器
具
庫
の
解
体
撤

消
防
団
器
具
庫
の
解
体
撤
去

事
業
に
は
委
託
料
と
し
て

事
業
に
は
委
託
料
と
し
て
５

０
０
０
０
万
円
を
盛
り
込
ん
だ

万
円
を
盛
り
込
ん
だ
。

尾
道
市
は
、
新
年
度
で

　
尾
道
市
は
、
新
年
度
で
消

防
団
器
具
庫
整
備
に
事
業

防
団
器
具
庫
整
備
に
事
業
費

１
億
３
３
０
０

３
３
０
０
万
円
を
投

万
円
を
投
じ

て
、
て
、
３
合
同
器
具
庫
（
吉
和

合
同
器
具
庫
（
吉
和
・

木
頃
・
田
熊
分
団
）
の
新

木
頃
・
田
熊
分
団
）
の
新
築

工
事
を
進
め
る
と
と
も
に

工
事
を
進
め
る
と
と
も
に
、

新
た
に

新
た
に
１
器
具
庫
（
高
須

器
具
庫
（
高
須
分

団
）
新
築
に
伴
う
実
施
設

団
）
新
築
に
伴
う
実
施
設
計

及
び
地
質
調
査
な
ど
を
進

及
び
地
質
調
査
な
ど
を
進
め

る
。
い
ず
れ
も
新
年
度
内

る
。
い
ず
れ
も
新
年
度
内
で

の
完
工
・
履
行
を
目
指
す

の
完
工
・
履
行
を
目
指
す
。

新
築
工
事
は
、「
吉
和
分

　
新
築
工
事
は
、「
吉
和
分
団

第
１
・
２
部
合
同
器
具
庫

部
合
同
器
具
庫
」

（
手
崎
町
、
実
施
設
計
受
託

（
手
崎
町
、
実
施
設
計
受
託
者

＝
Ａ
Ⅰ
設
計
事
務
所
）
、
「

＝
Ａ
Ⅰ
設
計
事
務
所
）
、
「
木

頃
第
頃
第
１
・
２
部
合
同
器
具
庫

部
合
同
器
具
庫
」

（
美
ノ
郷
町
本
郷
、
実
施
設

（
美
ノ
郷
町
本
郷
、
実
施
設
計

事
業
費
1
億
㮇
万
円
を
投
入

333300003300

尾道市

新
年
度
の
消
防
器
具
庫
整
備

よ
り
、
選
定
基
準
は
『
同

よ
り
、
選
定
基
準
は
『
同
局

発
注
工
事
で
、
過
去

発
注
工
事
で
、
過
去
２
カ
年

度
に
完
成
し
た
直
轄
土
木

度
に
完
成
し
た
直
轄
土
木
工

事
の
実
績
を

事
の
実
績
を
３
件
以
上

件
以
上
有

し
、
か
つ
そ
の
対
象
工
事

し
、
か
つ
そ
の
対
象
工
事
の

平
均
点
が

平
均
点
が
「
　
点
以
上
」

点
以
上
」
と

8181

な
る
企
業
』
と
す
る
。

な
る
企
業
』
と
す
る
。
ま

た
、
選
定
基
準
を
ク
リ
ア

た
、
選
定
基
準
を
ク
リ
ア
し

て
も
不
適
切
事
項
が
あ
っ

て
も
不
適
切
事
項
が
あ
っ
た

場
合
に
は
認
定
し
な
い
こ

場
合
に
は
認
定
し
な
い
こ
と

を
定
め
て
お
り
、
今
回
、

を
定
め
て
お
り
、
今
回
、
こ

の
不
適
切
事
項
に
は
、
文

の
不
適
切
事
項
に
は
、
文
書

注
意
や
指
名
停
止
の
措
置

注
意
や
指
名
停
止
の
措
置
に

加
え
、「
口
頭
注
意
」
も
追

加
え
、「
口
頭
注
意
」
も
追
加

さ
れ
た

さ
れ
た
。

な
お
、
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー

　
な
お
、
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド

を
授
与
さ
れ
た
認
定
企
業

を
授
与
さ
れ
た
認
定
企
業
に

は
１
年
間
の
有
効
期
間
で

年
間
の
有
効
期
間
で
、

中
間
技
術
検
査
の
実
施
回

中
間
技
術
検
査
の
実
施
回
数

の
減
免
（
低
入
札
は
対

の
減
免
（
低
入
札
は
対
象

外
）
や
総
合
評
価
方
式
の

外
）
や
総
合
評
価
方
式
の
評

価
基
準
と
し
て
の
活
用
、

価
基
準
と
し
て
の
活
用
、
企

業
名
刺
・
建
設
現
場
な
ど

業
名
刺
・
建
設
現
場
な
ど
へ

の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
使
用
が
イ

の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
使
用
が
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
付
与

セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
付
与
さ

れ
る
れ
る
。

企
業
局
長
、
岡
本
章
生
農

企
業
局
長
、
岡
本
章
生
農
林

水
産
部
長
の
後
任
に
田
宮

水
産
部
長
の
後
任
に
田
宮
佳

代
子
土
木
建
築
部
次
長
、

代
子
土
木
建
築
部
次
長
、
廣

川
昭
典
土
木
建
築
部
審

川
昭
典
土
木
建
築
部
審
議

監
、
内
藤
雅
浩
農
林
水
産

監
、
内
藤
雅
浩
農
林
水
産
部

理
事
を
そ
れ
ぞ
れ
起
用

理
事
を
そ
れ
ぞ
れ
起
用
す

る
。ま

た
、
女
性
職
員
の
登

　
ま
た
、
女
性
職
員
の
登
用

に
つ
い
て
は
積
極
的
な
登

に
つ
い
て
は
積
極
的
な
登
用

や
職
域
の
活
躍
に
努
め
、

や
職
域
の
活
躍
に
努
め
、
土

木
建
築
部
長
や
総
務
部
長

木
建
築
部
長
や
総
務
部
長
、

水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長

水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
に

初
め
て
女
性
を
登
用
し
、

初
め
て
女
性
を
登
用
し
、
女

性
の
部
長
級
は

性
の
部
長
級
は
８
人
で
過

人
で
過
去

最
多
と
な
っ
た

最
多
と
な
っ
た
。

　
審
議
監
等
以
上
の
主
な

審
議
監
等
以
上
の
主
な
異

動
は
動
は
2
面
に
掲

面
に
掲
載

を
確
保
す
る
「
月
単
位
の

を
確
保
す
る
「
月
単
位
の
週

休
２
日
交
替
制
」
に
対
応

日
交
替
制
」
に
対
応
し

た
補
正
係
数
を
新
設

た
補
正
係
数
を
新
設
。

こ
の
う
ち
、

　
こ
の
う
ち
、
３
億
円
以

億
円
以
上

の
案
件
を
「
完
全
週
休

の
案
件
を
「
完
全
週
休
２
日

（
土
日
）
」
ま
た
は
「
完
全

（
土
日
）
」
ま
た
は
「
完
全
週

休
２
日
交
替
制
」
の
受
注

日
交
替
制
」
の
受
注
者

希
望
型
と
し
、

希
望
型
と
し
、
３
億
円
未

億
円
未
満

の
案
件
を
原
則
、
「
月
単

の
案
件
を
原
則
、
「
月
単
位

の
週
休

の
週
休
２
日
」
ま
た
は
「

日
」
ま
た
は
「
月

単
位
の
週
休

単
位
の
週
休
２
日
交
替
制

日
交
替
制
」

計
金
額
が

計
金
額
が
３
億
円
未
満
の

億
円
未
満
の
案

件
に
つ
い
て
は
月
単
位
に

件
に
つ
い
て
は
月
単
位
に
よ

る
週
休

る
週
休
２
日
（
日
（
４
週
８
休
以

上
）
を
原
則
化
し
、
工
期

上
）
を
原
則
化
し
、
工
期
全

体
（
通
期
）
の
補
正
係
数

体
（
通
期
）
の
補
正
係
数
は

廃
止
す
る
。

廃
止
す
る
。
４
月
の
入
札

月
の
入
札
公

告
分
か
ら
適
用
さ
れ
る

告
分
か
ら
適
用
さ
れ
る
。

市
で
は
、
建
設
業
に
向

　
市
で
は
、
建
設
業
に
向
け

ら
れ
た
時
間
外
労
働
の
罰

ら
れ
た
時
間
外
労
働
の
罰
則

付
き
上
限
規
制
を
受
け
た

付
き
上
限
規
制
を
受
け
た
措

置
と
し
て
、

置
と
し
て
、
２
０
２
３

２
０
２
３
年
度

に
週
休

に
週
休
２
日
の
モ
デ
ル
工

日
の
モ
デ
ル
工
事

の
試
行
を
実
施
し
た
上
、

の
試
行
を
実
施
し
た
上
、　
2424

年
度
か
ら
は

年
度
か
ら
は
１
億
５
０
０

５
０
０
０

万
円
以
上
の
案
件
を
発
注

万
円
以
上
の
案
件
を
発
注
者

指
定
型
、

指
定
型
、
１
億
５
０
０
０

５
０
０
０
万

円
未
満
の
案
件
を
受
注
者

円
未
満
の
案
件
を
受
注
者
指

定
型
と
し
、
通
期
で

定
型
と
し
、
通
期
で
４
週
８

休
以
上
を
確
保
す
る
取
り

休
以
上
を
確
保
す
る
取
り
組

み
を
進
め
て
き
た

み
を
進
め
て
き
た
。

新
し
い
実
施
要
領
（
「

　
新
し
い
実
施
要
領
（
「
週

休
２
日
適
用
工
事
等
実
施

日
適
用
工
事
等
実
施
要

領
」
）
で
は
、
対
象
期
間

領
」
）
で
は
、
対
象
期
間
中

に
、
す
べ
て
の
土
日
で
現

に
、
す
べ
て
の
土
日
で
現
場

閉
所
を
行
う
「
完
全
週
休

閉
所
を
行
う
「
完
全
週
休
２

日
（
土
日
）
」
、
月
単
位
で

日
（
土
日
）
」
、
月
単
位
で
４

週
８
休
以
上
の
現
場
閉
所

休
以
上
の
現
場
閉
所
を

行
う
「
月
単
位
の
週
休

行
う
「
月
単
位
の
週
休
２

日
」
、
ま
た
、
技
術
者
及
び

日
」
、
ま
た
、
技
術
者
及
び
技

能
労
働
者
が
交
替
し
な

能
労
働
者
が
交
替
し
な
が

ら
、
ら
、
１
週
間
に

週
間
に
２
日
間
以

日
間
以
上

の
休
日
を
確
保
す
る
「
完

の
休
日
を
確
保
す
る
「
完
全

週
休
週
休
２
日
交
替
制
」
、
月

日
交
替
制
」
、
月
単

位
で
位
で
４
週
８
休
以
上
の
休

休
以
上
の
休
日

場
」
は
西
野
浄
水
場
に
統

場
」
は
西
野
浄
水
場
に
統
合

し
、
統
合
施
設
で
は
水
源

し
、
統
合
施
設
で
は
水
源
の

濁
度
対
策
を
実
施
す
る

濁
度
対
策
を
実
施
す
る
。

主
な
業
務
内
容
は
、
浄

　
主
な
業
務
内
容
は
、
浄
水

場
設
計
（

場
設
計
（
２
万
４
０
０

４
０
０
０
弱

／
日
）
、
ポ
ン
プ
場
設
計
（

／
日
）
、
ポ
ン
プ
場
設
計
（
３

万
７
６
８

７
６
８
０
弱
／
日
）
、

／
日
）
、
送

水
管
設

水
管
設
計
　
ｍ
、
測
量
、

ｍ
、
測
量
、
地

8080

質
調
査
、
解
析
調
査
な
ど

質
調
査
、
解
析
調
査
な
ど
を

区
な
ど

区
な
ど
６
９
０

６
９
０
ｍ
の
下
水

ｍ
の
下
水
道

管
渠
布
設
（

管
渠
布
設
（
３
億
４
３
０

４
３
０
０

万
円
）
、
佐
伯
区
は
鈴
峰
園

万
円
）
、
佐
伯
区
は
鈴
峰
園
認

定
こ
ど
も
園
整
備
工
事
そ

定
こ
ど
も
園
整
備
工
事
そ
の

他
（
他
（
８
億
９
１
０
０

９
１
０
０
万
円
）

万
円
）
、

西
風
新
都
環
状
線
梶
毛
西

西
風
新
都
環
状
線
梶
毛
西
工

区
の
整
備
（

区
の
整
備
（
４
億
１
６
０

１
６
０
０

万
円
）
、
佐
伯
地
区
な
ど

万
円
）
、
佐
伯
地
区
な
ど
３
１

行
う
。
履
行
期
間
は

行
う
。
履
行
期
間
は
２
０
２
０
２

８
年
２
月
　
日
ま
で

日
ま
で
。

2828

現
時
点
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

　
現
時
点
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

で
は
で
は
、　

年
度
中
に
も
工

年
度
中
に
も
工
事

2727

に
着
手
す
る
予
定
で

に
着
手
す
る
予
定
で
、　

年
3232

度
の
完
成
を
目
指
す
。
総

度
の
完
成
を
目
指
す
。
総
事

業
費
は
約

業
費
は
約
１
６
０

１
６
０
億
円
を

億
円
を
見

込
む
込
む
。

収
益
的
支
出
で
は
、
管

　
収
益
的
支
出
で
は
、
管
渠

費
５
６
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し
て
い
る
ほ
か
、

深
刻
化
し
て
い
る
ほ
か
、
補

修
・
診
断
技
術
の
進
展
に

修
・
診
断
技
術
の
進
展
に
も

関
わ
ら
ず
実
務
で
の
適
用

関
わ
ら
ず
実
務
で
の
適
用
が

十
分
に
進
ん
で
い
な
い
こ

十
分
に
進
ん
で
い
な
い
こ
と

も
課
題
と
な
っ
て
い
る

も
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
の
全
国
フ
ォ
ー
ラ

　
今
回
の
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
は
、
最
新
の
維
持
管
理

で
は
、
最
新
の
維
持
管
理
技

術
や
補
修
手
法
の
解
説
に

術
や
補
修
手
法
の
解
説
に
加

え
、
現
場
で
直
面
す
る
具

え
、
現
場
で
直
面
す
る
具
体

的
な
問
題
を
取
り
上
げ
、

的
な
問
題
を
取
り
上
げ
、
そ

の
解
決
策
を
共
有
。
学
識

の
解
決
策
を
共
有
。
学
識
経

験
者
や
国
土
交
通
省
、
高

験
者
や
国
土
交
通
省
、
高
速

道
路
・
鉄
道
事
業
な
ど
か

道
路
・
鉄
道
事
業
な
ど
か
ら

多
彩
な
講
師
を
招
き
、
維

多
彩
な
講
師
を
招
き
、
維
持

管
理
の
現
状
と
将
来
像
に

管
理
の
現
状
と
将
来
像
に
つ

い
て
の
議
論
を
深
め
る

い
て
の
議
論
を
深
め
る
。

皮
切
り
と
な
る
中
国
フ

　
皮
切
り
と
な
る
中
国
フ
ォ

ー
ラ
ム
は
、
中
区
加
古
町

ー
ラ
ム
は
、
中
区
加
古
町
の

Ｊ
Ｍ
Ｓ
ア
ス
テ
ー
ル
プ
ラ

Ｊ
Ｍ
Ｓ
ア
ス
テ
ー
ル
プ
ラ
ザ

を
会
場
に
定
員

を
会
場
に
定
員
１
２
０
０

１
２
０
０
人

を
見
込
み
、

を
見
込
み
、
２
日
間
で
延

日
間
で
延
べ

　
人
の
講
師
が
登
壇
す
る

人
の
講
師
が
登
壇
す
る
。

1010京
都
大
学
の
宮
川
豊
章
名

京
都
大
学
の
宮
川
豊
章
名
誉

教
授
、
近
未
来
コ
ン
ク
リ

教
授
、
近
未
来
コ
ン
ク
リ
ー

ト
研
究
会
の
十
河
茂
幸

ト
研
究
会
の
十
河
茂
幸
代

表
、
広
島
工
業
大
学
の
竹

表
、
広
島
工
業
大
学
の
竹
田

宣
典
教
授
ら
の
学
識
者
に

宣
典
教
授
ら
の
学
識
者
に
加

え
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
メ
ン

え
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
協
会
の
江
良
和
徳

ナ
ン
ス
協
会
の
江
良
和
徳
技

術
委
員
長
、
中
国
地
方
整

術
委
員
長
、
中
国
地
方
整
備

局
の
幹
部
職
員
ら
が
最
新

局
の
幹
部
職
員
ら
が
最
新
知

見
な
ど
を
披
露
す
る
予

見
な
ど
を
披
露
す
る
予
定

だ
。全

会
場
に
お
い
て
土
木

　
全
会
場
に
お
い
て
土
木
学

会
認
定
Ｃ
Ｐ
Ｄ
プ
ロ
グ
ラ

会
認
定
Ｃ
Ｐ
Ｄ
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
取
得
も
可
能
で
、
徳
納

の
取
得
も
可
能
で
、
徳
納
会

長
は
、「
技
術
者
の
皆
様
に

長
は
、「
技
術
者
の
皆
様
に
と

っ
て
最
新
情
報
と
実
務
の

っ
て
最
新
情
報
と
実
務
の
ヒ

ン
ト
を
得
ら
れ
る
貴
重
な

ン
ト
を
得
ら
れ
る
貴
重
な
機

会
と
な
る
よ
う
努
め
る
。

会
と
な
る
よ
う
努
め
る
。
ぜ

ひ
参
加
し
て
ほ
し
い
」
と

ひ
参
加
し
て
ほ
し
い
」
と
呼

び
か
け
て
い
る

び
か
け
て
い
る
。

広
島
フ
ォ
ー
ラ
ム
以
降

　
広
島
フ
ォ
ー
ラ
ム
以
降
の

日
程
・
会
場
は
次
の
通
り

日
程
・
会
場
は
次
の
通
り
。

　
▽
近
畿
（

▽
近
畿
（
７
月
１
日
、
日
、
２

日
）
＝
大
阪
市
中
央
公
会

日
）
＝
大
阪
市
中
央
公
会
堂

▽
九
州
（

▽
九
州
（
７
月
　
日
、
日
、　

日
）
日
）

2929

3030

＝
福
岡
国
際
会
議
場
▽
東

＝
福
岡
国
際
会
議
場
▽
東
京

（
８
月
　
日
、
日
、　
日
）＝
ニ
ッ

日
）＝
ニ
ッ
シ

1919

2020

ョ
ー
ホ
ー
ル
▽
四
国
（

ョ
ー
ホ
ー
ル
▽
四
国
（
８
月

　
日
）
＝
松
山
市
民
会
館

日
）
＝
松
山
市
民
会
館
▽

2626北
海
道
（

北
海
道
（
９
月
　
日
）
＝
札
幌

日
）
＝
札
幌

1717

市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
▽

市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
▽
東

海
（
海
（
９
月
　
日
）
＝
ウ
イ
ン

日
）
＝
ウ
イ
ン
ク

3030

あ
い
ち
▽
新
潟

あ
い
ち
▽
新
潟
（
　
月
　
日
）
日
）

1010

1414

＝
朱
鷺
メ
ッ
セ
▽
石
川

＝
朱
鷺
メ
ッ
セ
▽
石
川
（
　1010

月
　
日
）
＝
金
沢
市
ア
ー

日
）
＝
金
沢
市
ア
ー
ト

2020
ホ
ー
ル
▽
東
北

ホ
ー
ル
▽
東
北
（
　
月
５
日
）
日
）

1111

＝
仙
台
国
際
セ
ン
タ

＝
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー

広
島（
6
月
）皮
切
り
に
全
国
㮇
会
場

10

ＪＣＭＡ

補
修
・
補
強
フ
ォ
ー
ラ
ム
　220022662026

位
置
す
る
。
徒
歩
圏
内
に

位
置
す
る
。
徒
歩
圏
内
に
は

市
立
荒
神
町
小
学
校
、
マ

市
立
荒
神
町
小
学
校
、
マ
ツ

ダ
ス
タ
ジ
ア
ム
な
ど
も

ダ
ス
タ
ジ
ア
ム
な
ど
も
あ

る
。建

築
計
画
に
よ
る
と
、

　
建
築
計
画
に
よ
る
と
、
マ

ン
シ
ョ
ン
の
規
模
は
Ｒ
Ｃ

ン
シ
ョ
ン
の
規
模
は
Ｒ
Ｃ
造

　
階
建
延
べ

階
建
延
べ
３
４
３
６

３
４
３
６
・
　

1414

1414

釈
（
建
築
面
積

（
建
築
面
積
３
７
４

３
７
４
・
　7373

釈
）
。
建
ぺ
い
率

）
。
建
ぺ
い
率
は
　
・
　

5757

1919

％
、
容
積
率
は

％
、
容
積
率
は
４
１
８

４
１
８
・
　0808

％
と
な
る
。
高
さ
は

％
と
な
る
。
高
さ
は
約
　4444

ｍ
。総

戸
数

　
総
戸
数
は
　
戸
、
間
取

戸
、
間
取
り

3737

は
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
～

Ｌ
Ｄ
Ｋ
～
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

Ｌ
Ｄ
Ｋ
な

ど
複
数
の
プ
ラ
ン
を
想
定

ど
複
数
の
プ
ラ
ン
を
想
定
し

て
い
る
。
駐
車
場
は
全
戸

て
い
る
。
駐
車
場
は
全
戸
分

確
保
す
る
見
込
み

確
保
す
る
見
込
み
。

設
計
・
監
理
は
ニ
ュ
ー

　
設
計
・
監
理
は
ニ
ュ
ー
ト

ピ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
担

ピ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
担
当

し
、
施
工
者
は
現
時
点
で

し
、
施
工
者
は
現
時
点
で
決

ま
っ
て
い
な
い
。
完
成
時

ま
っ
て
い
な
い
。
完
成
時
期

は
２
０
２
８

２
０
２
８
年
８
月
上
旬

月
上
旬
を

予
定
し
て
い
る

予
定
し
て
い
る
。

で
は
、
共
通
仮
設
費
に
補

で
は
、
共
通
仮
設
費
に
補
正

係
数
は
乗
じ
な
い

係
数
は
乗
じ
な
い
。

期
間
中
に
「
完
全
週
休

　
期
間
中
に
「
完
全
週
休
２

日
（
土
日
）
」
の
取
り
組
み

日
（
土
日
）
」
の
取
り
組
み
を

達
成
で
き
な
か
っ
た
場
合

達
成
で
き
な
か
っ
た
場
合
は

月
単
位
の
取
り
組
み
、
月

月
単
位
の
取
り
組
み
、
月
単

位
の
取
り
組
み
を
達
成
で

位
の
取
り
組
み
を
達
成
で
き

な
か
っ
た
場
合
に
は
、

な
か
っ
た
場
合
に
は
、
原

則
、
通
期
の
取
り
組
み
を

則
、
通
期
の
取
り
組
み
を
求

め
、
変
更
契
約
に
よ
り
減

め
、
変
更
契
約
に
よ
り
減
額

す
る
す
る
。

の
発
注
者
指
定
型
と
し
て

の
発
注
者
指
定
型
と
し
て
実

施
す
る

施
す
る
。

現
場
閉
所
で
週
休

　
現
場
閉
所
で
週
休
２
日
を

土
日
休
み
で
達
成
し
た
場

土
日
休
み
で
達
成
し
た
場
合

は
労
務
費
と
共
通
仮
設
費

は
労
務
費
と
共
通
仮
設
費
に

１
・
　

、
現
場
管
理
費

、
現
場
管
理
費
に

0202

１
・
　

を
乗
じ
、
月
単
位

を
乗
じ
、
月
単
位
で

0303

達
成
し
た
場
合
に
は
労
務

達
成
し
た
場
合
に
は
労
務
費

に
１
・
　

、
共
通
仮
設
費

、
共
通
仮
設
費
に

0202

１
・
　

、
現
場
管
理
費

、
現
場
管
理
費
に

0101

１
・
　

を
乗
じ
る
。
交
替

を
乗
じ
る
。
交
替
制

0202

信
夫
総
務
局
長

兼
田
環
境
県
民
局
長
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